
１．事業名 　 茂辺地＆北斗星　地域版シティープロモーション事業

２．事業概要 ①

②

３．事業目標 ①

② 茂辺地地区の特徴でもあるコンパクトな町並み(市街地機能)を生かし、少子高齢化社会だからできる互いの顔が見える生き生きとした暮らしを実現する。

４．実施主体及び
　　連携団体

５．事業展開エリア（地域資源）、地域活性化事業のロードマップ

年次別事業概要 ア ア ア ○
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○ 地域資源を活かした交流人口の拡大 ○ 地域資源を活かした交流人口の拡大 ○ 地域資源を活かした交流人口の拡大

　旧茂辺地中学校 ア 拠点スポットの環境整備(旧学校グラウンド) ア 拠点スポットの環境整備(旧学校グラウンド) ア 飲食・特産品等の販売施設の運営や記念植樹(桜、梅) ○

　グラウンド周辺 ・グラウンド周辺のフェンス除却 ・水道管、電気の引き込み（一部は公共） スポット化事業など前年度事業を継続

　・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(広場) ・駐車場、緑化、遊歩道などの整備 イ 散策ルートの設定、環境整備

　・北斗星 イ 散策ルートの設定、環境整備 ・散策路の整備（天満宮正面の階段手すり整備） ※ 収益事業は、前年度の評価、見直しが必要

　・茂辺地川 ・散策マップの作成 ・歴史等の説明板の設置

　・さけ見橋 ・茂辺地川河川敷内の雑木伐採 　(茂別館、天満宮、ﾚﾝｶ製造ﾞ、観光案内、散策コース) ※ 収益事業への助成は人件費のみなどに圧縮する

　・茂別館跡 ウ 飲食・特産品等の販売 ・環境美化(プランター設置など) （次年度以降は、自走・自立を目標とする）

　（矢不来天満宮） ・コンテナハウス購入(最大3基)＋内装改修 ウ 飲食・特産品等の販売施設の運営

　・茂辺地駅 ・上記関係備品購入 ・試行年度 ⇒ 運営の全経費を助成

・北斗星へのカフェ開設 エ 記念植樹(桜、梅)スポット化事業

・イベント用簡易ステージ購入 オ 活動ＰＲ用看板(R228沿線)の絵柄作成

○ ふれあい・生き生きサロン開設・運営（多世代交流） ○ ふれあい・生き生きサロン開設・運営（多世代交流） ○ ふれあい・生き生きサロン開設・運営（多世代交流）

  茂辺地小中学校 ア 開設準備（介護予防または交流用備品購入） ア 開設・運営（多世代交流経費など) ア 開設・運営（多世代交流経費など)

  住民センターなど

○ 情報発信事業 ○ 情報発信事業 ○ 情報発信事業

　上記地域資源 ア 茂辺地地区創生会議ホームページ作成 ア 両地区ＰＲ動画の作成 ア 石別地区事業との一体化(情報連携事業など) ○

  市の渡地区資源

○ 北斗市が実施に向けて検討中の事業 ○ 北斗市が実施に向けて検討中の事業 ○ 北斗市が実施に向けて検討中の事業

　グラウンド周辺 ア 市による情報発信力の強化（実施） ア 空き教員住宅を活用したお試し居住用住宅の整備、運用 ア 空き教員住宅を活用したお試し居住の運用

　茂辺地小中学校 イ 地域おこし協力隊員の任用（実施） イ 茂辺地小中学校の英語教育の充実 イ 茂辺地小中学校の英語教育の充実

ウ 公営住宅建替事業の前倒し調整（子育て世代向け） ウ 公営住宅建替事業の前倒し調整（子育て世代向け） ウ 公営住宅建替事業の前倒し調整（子育て世代向け）

エ 移住定住支援 エ 移住定住支援 エ 移住定住支援

さけまつりとの連携

拡大など

グラウンドのレイアウト決定

創生会議ホームページ開設による情報発信

茂辺地地域住民への広報活動

情報発信の充実、強化

ふれあい・生き生きサロンの開設、運営（多世代交流）

など物販施設の運営（試行年度に位置付け）

事業実施に向けた準備年度

事業の実施体制や展開における詳細事項の検討、決定

事業の自走、自立化

による運営（目標）物販施設の運営は前年度の試行販売から事業収支

項　　目 １年次目

を考慮した運営（補助における経費の圧縮）

さけまつりとの連携

事業実施は２年度目（販売事業の評価、見直し）

○ 実施主体　　茂辺地地区創生会議（地域住民）
○ 連携団体　　北斗の星に願いをプロジェクト推進委員会

事業に必要な備品購入、広場機能の整備など

事業実施は初年度目

散策路の設定、環境整備など

北斗星及び周辺でのカフェ、特産品販売、フィッシャリー

４年次目以降３年次目２年次目

茂辺地地区の魅力を住民が共有し、地域内外に効果的に情報を発信する「地域版シティープロモーション」によって、交流人口の拡大と移住定住の促進を図るため、旧茂辺地中学
校グラウンド周辺の資源の連携と活用、さらには拠点化に向けた取り組みを地域が主体となり実施することで茂辺地地区の活性化を目指す。

ふれあい・生き生きサロン運営や多世代交流事業への取り組みによって、少子高齢化が加速している地域における暮らし機能の向上を目指す。

茂辺地地区の資源を活かした交流人口の拡大を図ることを当面の目標とし、中長期的な移住定住の促進に繫げることで地区人口の減少に歯止めをかけることを目標とする。
 ・シェア(分担、共有)

 ・連帯
 ・相互補完
 ・つながり　など

事業展開上の

キーワード

　○茂辺地地区創生会議による「茂辺地地区」の地域活性化事業

活用資源の拡大

市の渡地区資源への

情報発信の充実、強化

記念植樹事業の開始

散策路の環境整備、ＰＲ

記念植樹事業の継続

散策路のＰＲ及び環境美化など周辺での取り組み

ふれあい・生き生きサロンの継続（多世代交流）

(広域化)

石別地区事業との

面的な一体化

　　（盤の沢）

　・パークゴルフ場

　・湯の沢水辺公園

　　キャンプ場

　・自然体験の森
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